
令和７年度 第１回
長崎県公共事業評価監視委員会

再評価対象事業

地方創生道整備推進交付金
川棚西部地区

農整－２

長崎県事業主体

再評価後５年経過
（事業費・工期）

再評価
の理由

事業箇所
○
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１．審議経過

概要Ｂ／Ｃ事業費
（億円）

工期
再評価の理由審議経過

完了着工

【工事概要】
延⾧=5.8km
幅員=5.5(7.0)m

1.2149.3H30H22当初
(H22新規)

【工事概要】
延⾧=6.0km
幅員=5.5(7.0)m

1.03108.9R8H22
【重要な変更】
事業費10％
以上の増減

土地改良法
手続き
【第２回
計画変更】
(R5)

【工事概要】
延⾧=6.0km
幅員=5.5(7.0)m

1.0280.0R6H22事業採択後
10年経過

前回再評価
(R２)

【工事概要】
延⾧=6.0km
幅員=5.5(7.0)m

1.03108.9R8H22
再評価後
５年経過

(事業費・工期)
第１回審議
(R７)

【工事概要】
延⾧=6.0km
幅員=5.5(7.0)m

1.0473.6R6H22
【重要な変更】
事業費10％
以上の増減

土地改良法
手続き
【第１回
計画変更】
(H28)
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基 幹 農 道（計画）

E.P

至 佐世保市

至 東彼杵町

川棚町役場

国道205号線

主要地方道川棚有田線

畜産団地

ハウステンボス

B.P

２．目的・事業概要・これまでの経緯

◆目的

川棚町の中山間地帯を横断する
基幹的な農道の整備により、農畜産
物や生産資材の輸送の合理化を図
るとともに、畜産農家と耕種農家の
連携による農畜産物の品質向上と
農業所得の安定を図る。

畜産団地

水田地帯

耕種部門と畜産部門の連携強化

中山間
地帯

稲わらの運搬状況(現況)離合困難

肉用牛の出荷状況(現況)離合困難

稲わらの運搬状況(供用区間)

畜産資材等の輸送の合理化
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③ R5.4月供用開始［中組工区］

H31年度供用済み区間

１号橋梁 L=46.8m
（完成済）

R5.4月供用開始
L=682m ［新谷工区］

H31.4月供用開始
供用開始済み区間 1,049ｍ

R5.4月供用開始
L=475m ［中組工区］

川棚町役場

東彼観光貸切バス

R5.4月供用開始
L=288ｍ ［中山工区］

川棚斎場

東彼地区清掃工場

小串小学校

④ H31.4月供用済み区間
［下組工区］

⑤ R5.4月供用開始［新谷工区］

終点
側

② R5.4月供用開始［中組工区］ ① R5.4月供用開始［中山工区］

起点

町道上組西部線

1

4

5

２号橋梁 L=163.0m
（R６年7月完成）

３号橋梁 L=100.7m
（R7年１月完成）

川棚西部地区 供用開始区間状況写真
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水田地帯
畜産団地

肉用牛共同肥育施設

肉用牛共同肥育施設

中山間地帯

3

至 東彼杵町

肉用牛共同肥育施設

県営ほ場整備 五反田地区

畜産団地

◆事業概要

２．目的・事業概要・これまでの経緯

◆これまでの経緯

・道路延長L=6,049m
（うち橋梁3箇所 L=311m）

・道路幅W=5.5(7.0)m 2車線
・事業工期Ｈ22～R8
・総事業費10,890,000千円

（R7時点）

・事業進捗率 76％（事業費ベース）
・用地費 100％（面積ベース）

・H22 事業着手
・H24 用地買収着手
・R1 用地買収完了
・R1 供用開始 L=1,049m
・R5 供用開始 L=1,445m

4
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３．事業の効果・必要性

①中山間地帯の畜産団地からの基幹的な輸送ルートが確保され、農畜産物及び生

産資材の輸送合理化により、畜産農家の経営規模拡大が可能となる。

②川棚川流域の水田地帯へのアクセス向上により、畜産農家（中山間地帯）と耕

種農家（水田地帯）との連携による有機物資源の地域内供給体制を確立し、広域

的なまとまりのある農業生産地域の発展に寄与する。

②水田地帯への堆肥の供給

②畜産団地への稲わらの供給

現況運搬ルート

計画運搬ルート

①走行経費の節減

中山間
地帯

稲わらの運搬状況(供用区間)
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４．事業の進捗状況（事業費の増）

当初想定していなかった地すべりブロックの活動を確認。そのため、調査観測及び
詳細設計、対策工を実施する必要が生じ事業費が増額となった。

地すべりブロック

地すべりブロック（変更後） ： アンカー工 168基地すべりブロック（当初） ： アンカー工 52基

地すべりブロック 当初 地すべりブロック 変更後
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増額 主な増額理由

1 地すべり対策工の追加 約9.8億円 地すべり発生に伴う調査、設計、対策工の追加

2 地盤改良の追加 約2.4億円 盛土材の土質が悪く石灰改良を追加

3 盛土工法の変更 約6.3億円 基礎地盤が弱く補強土壁工から軽量盛土工へ変更

4 その他 約10.4億円 労務費や資機材の価格上昇

約28.9億円

事業費増の内容

計



４．事業の進捗状況（事業費の増）

切土を盛土部へ流用する計画であったが、一部の土砂において含水比が高く、路体
盛土として必要な締固めができない土質であることが判明し、石灰による地盤改良が
必要となり、地盤改良にかかる事業費が増額となった。

切土部

盛土部
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増額 主な増額理由

2 地盤改良の追加 約2.4億円 盛土材の土質が悪く石灰改良を追加

事業費増の内容



４．事業の進捗状況（事業費の増）

工事施工前に基礎地盤の強度試験を実施した結果、当初予定していた補強土壁工
法では基礎地盤の支持力が不足することが判明し、軽量盛土工法（ＥＰＳ工法）に変
更したことにより事業費が増額となった。

当初設計

（補強土壁）
変更後

軽量盛土（EPS工法）
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増額 主な増額理由

3 盛土工法の変更 約6.3億円 基礎地盤が弱く補強土壁工から軽量盛土工へ変更

事業費増の内容



４．事業の進捗状況（事業費の増）
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(円/人) 土木一般世話役

0

R2.3 R7.3
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(円/人) 特殊作業員

0

R2.3 R7.3

25,000

30,000
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15,000
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(円/人) 普通作業員

0

R2.3 R7.3

30,000

20,000

15,000

10,000

5,000

25,000

(円/人) 生コンクリート

0

R2.3 R7.3

10,000

5,000

20,000

15,000

30,000

25,000

(円/人) 軽油

0

R2.3 R7.3

50

100

200

(円/人) Ｕ型溝 PU3-300

0

R2.3 R7.3

4,000

3,000

6,000

5,000

8,000

7,000

増額 主な増額理由

4 その他 約10.4億円 労務費や資機材の価格上昇

事業費増の内容



４．事業の進捗状況（事業期間の見直し）

【完了工期】Ｒ６（前回）→Ｒ８（今回）

・当初想定していなかった地すべりブロックの活動を確認。その調査観測及び詳細
設計、対策工に不測の日数を要したことから 事業期間を２年間延長する。
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前回

今回

測量設計

用地買収

農道工

舗装工

R6H22～H30 R1 R2 R3 R4 R5

測量設計

用地買収

地すべり変動確認（追加）

地すべり調査・設計（追加）

地すべり対策工事（追加）

農道工

舗装工

調査・設計（約1年） 調査・設計（約1年）

地すべり調査観測・詳細設計・対策工事に伴う農道工完成遅延（約2年）

R7 R8H22～H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6



５．上位計画への位置付け・関連事業の状況

第３期 ながさき農林業・農山村活性化計画では、
Ⅰ次代につなげる活力ある農林業産地の振興
Ⅰ－３ 産地の維持・拡大に必要な生産基盤、加工・流通・販売対策の強化

① 大規模化・省力化を支える生産基盤整備、農地集積及び森林施業集約化の加速化
において、「川棚町においては、農産物輸送の効率化を図るための農道整備を推進し
ます」と記載があり、農道整備の推進が位置付けられている。

（令和3年3月策定 第３期ながさき農林業・農山村活性化計画）2021-2025
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６．社会経済情勢等の変化

〇耕種
①経営体育成基盤整備事業

五反田地区（H24完了）
②農業競争力強化基盤整備事業

駄野地区（R4完了）

川棚町、波佐見町の水田区画整理
が完了し、担い手への集積が加速して
いる。

〇畜産
H24全国和牛共進会で川棚町で生

産された肥育牛が日本一となった。
品質の高い「長崎和牛」をPRするた

め独自ブランドを立ち上げる等、積
極的な取組みがなされている。肉用
牛の飼育頭数も増頭しており、積極
的に振興を図っている。

○耕種農家と畜産農家との連携
による有機物資源の地域内供給
が進んでいる。

①五反田地区

②駄野地区

R4完了 A=64.6ha

H24完了 A=20.0ha
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７．地元等の意向

①受益者
地元関係者により、川棚町基幹農道建設促進協議会が平成21年1月に設立されてお

り、地元及び関係機関が一体となって事業推進を図っている。本地区の早期完成を毎
年強く要望されており、地元の合意形成も図られている。

②川棚町
本地区と町道の一体的な整備による効率的・効果的な道路網の整備が計画されて

おり、早期完成が望まれている。

基幹農道建設促進協議会開催状況
(R6.9.27)
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８．事業の投資効果

 費用対効果（B/C)

〔費用〕

・農道整備に要する事業費（工事費、用地費）

〔便益〕

・農業交通及び一般交通に係る走行経費の節減、走行時間短縮

〔プラス要因〕

・R5交通量調査結果に伴う計画交通量の増加

〔マイナス要因〕

・事業費の増（地すべり対策工及び地盤改良工の追加、盛土工法の変更）

・工期の延長（新たな地すべりの発生による調査観測・設計・対策工実施）

〔その他の要因〕

－

今回評価
（令和７年度）

前回評価
（令和２年度）

項目

１．０３＝ １４２．３億円／１３７．２億円１．０２＝ ９２．５億円／９１．１億円全事業
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９．対応方針（原案）

◆中山間地帯にある畜産団地からの基幹的な輸送ルートが確保されることで、農畜産物
及び生産資材の輸送が合理化され、畜産農家の経営規模拡大が可能となる。

◆また、水田地帯へのアクセスを向上させ、畜産農家と耕種農家の連携による有機物資
源の地域内供給体制を確立し、農畜産物の品質向上と農業所得の安定を図る事業で
ある。

◆事業進捗率は事業費ベースで約76％［82.7億/108.9億］（令和６年度末）であり、用地
進捗率は１００％となっている。

◆地元の意向として、地元関係者で設立された、川棚町広域農道建設促進協議会によ
り、合意形成が図られている。また、川棚町においても、町道の一体的な整備による効
率的・効果的な道路網の整備が計画されており、本地区の早期完成が望まれている。

◆事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

対応方針
（原案） 継続
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